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【はじめ に】我 々 は、ル ープ ス 腎炎を対象 にス テ ロ イド療 法に 二 重濾過法の 併用を行 い 、ス テ ロ イド単独 療

法との 比 較で は有効で あっ たが 、長期予後に 関して は ス テ ロ イドの 影響が極め て大で あり、ア フ ェ レーシ

ス 単独 の 効果の 評価 は、ス テ ロ イド大量 療法など の 強力な免疫抑制療 法との 併用療 法にお い て 、その 効

果は マ ス クされ 困難で あっ た。そ こで 、選 択的に 目的物質除去を可能 とする吸着療 法の 有用性 に着 目し

検討を行 っ た 。

【目的】病 因物質 （リン 脂 質、抗DNA 抗体 、酸化 LDL ）を吸着除去 するこ とによるSLE の 臨床 経過 に及 ぼ

す影響を評価する。

【対象及 び方法 】難治性ネフ ロ
ーゼ SLE 症例 に対 して、　LDL 吸着療法を行 い 、尿 蛋 白へ の 影響と免疫学

的な影響を検討した 。

【結果 】病 因物質 と思われるリン 脂質 、抗 DNA 抗体を即座 に除去 することにより免 疫学的改善効果を認

め 、 難治性ネフ ロ
ー

ゼ の 病態 に 悪影響を与 えて い る と思われ る酸化 LDL を低 下させ るこ とにより、従来 の

治療に 抵抗して い た状態から蛋 白尿 の 有意な減少 効果を認 めた。

【考察】病 因物質 を積 極的 に除去 をす る吸着療法 は従来 の 二 重濾過 療法の 非特 異的な治療 と比 較し、

病態的 に特異性 が高く、治療による免疫抑制作用 が 出現 するまで に 、異常な免 疫環境を急 速に 是正 す

ることにお い て有用 で あると思われた。
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【目的】ル
ー

プ ス 腎炎 の 治療 に 関して は抗 DNA 抗 体や 免疫複合体を除去する免 疫 吸着療法 の 有用性

が報告され て い る。 今回我 々 は 6例 の ル
ープ ス 腎炎患者 に対し て免疫吸着療 法を施行しそ の 効果 に つ き

検討 した
。

【方法 】フ ェ ニ ル ア ラニ ン をリガ ン ドとして固定化した吸着剤 （イム ソーバ PH − 350 ）を用 い 、1回 2L の 血 漿

処 理を週 2 回 で 計 4 回実施、開始前か ら終 了後4 週まで の 尿 所見や抗 DNA 抗体価の 変化 を評価し た。

ス テ ロ イドは 腎生検 実施後 にプ レ ドニ ン 1mg ／体 重Kg 程 度 に増量 し免疫抑 制剤 や抗血 小 板薬 の 併用

は行 わなか っ た。

【結果】免疫吸着療法を施行 した全例 で 、尿沈 渣 中の 細胞性 円柱 の 消失を認 め 、 尿 蛋 白も 2．59 ± 1 ．5

0g／ 日から1．54 ± 11．33g／ 日に減少 し、抗DNA 抗体価は施行前の 62．9 ± 69 ．51U ／ Lか ら5．83 ±

1．331U／ Lに減少 し、ル ープス 腎炎 に対する有効性が示唆され た。
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